様式第１号(第４条関係)

令和　　　　年　　　　月　　　　日　

羽咋市長　岸　博一　　様
代表者の住所　
　　　　　　　

代表者の氏名　　　　　
自主防災組織認定申請書

　自主防災組織の認定を受けたいので、羽咋市自主防災組織認定要綱第４条の規定により、次のとおり申請します。

1　組織の名称　　　　　町防災会　
2　構成世帯数　　　　　　世帯　
3　結成年月日　　　令和　　　年　　　月　　　日　
4　添付書類

　(1)　組織の規約

　(2)　役員名簿(役職・氏名・住所・電話番号)

　(3)　組織図

　(4)　活動計画書

　(5)　予算書

　

　　　　　町　防 災 会 規 約
（名称）

第１条　この組織の名称は、　　町自主防災会（以下「防災会」という。）と称する。

　（目的）

第２条　防災会は、災害（地震、風水害等）時には防災活動を行い、被害の防止及び軽減を図り、平常時は防災の啓発を行うことを目的とする。

　（事業）

第３条　防災会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

　(1)　防災に関する知識の普及・防災訓練等の参加・実施

　(2)　地域の安全点検と必要な改善の提案
　(3)　防災資機材及び物資の備蓄管理

　(4)　災害発生時における各種の自主防災活動

　（会員）

第４条　防災会の会員は、　　　　町会の全会員をもって構成する。

　（役員）

第５条　防災会には次の役員を置く。

会　長　　　　　　　名　　　副会長　　　　　　　　名

会　計　　　　　　　名　　　部　長　　　　　　　　名

監　事　　　　　　　名

２　役員の選出は、次のとおりとする。

(1)　会長、副会長、会計、部長及び監事は、町会の役員等をもってあてる。

　(2)　その他の役員は、必要に応じて会長が任命する。

３　役員の任期は、定例総会から次期総会までとする。ただし、再任を妨げない。

　（役員の任務）

第６条　会長は、防災会を代表し、災害発生時には、応急対策の指揮をとる。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき等は、その職務を行う。

３　会計は、金銭の会計、資材の受払い及び庶務を行う。

４　部長は、担当部の任務の遂行及び会務の処理を行う。

５　監事は会計の監査を行う。

６　その他の役員は、会長の指示を受け任務を遂行する。

　（会議）

第７条　防災会の会議は、総会、臨時総会及び役員会とする。

２　総会は、年１回の町会の総会にあわせて開催する。

３　臨時総会は、役員会及び会長が必要と認めたときに召集する。

５　会議の議事は、出席者の過半数で決する。同数の場合は議長により決する。
　（防災計画）

第８条　防災会は、災害による被害の防止及び軽減を図るため、防災計画を作成する。

２　防災計画は、次の事項について定める。

　(1)　防災組織の編成及び任務分担に関すること

　(2)　防災活動の普及に関すること

　(3)　防災訓練の実施に関すること

(4)　災害発生時における情報の収集、初期消火、救出、避難誘導、自主避難所の運営及び配食・給水に関すること

　(5)　会館を自主避難所とする運営に関すること

　(6)　防災資機材の備蓄及び管理に関すること
　(7)　その他必要とする事項

　（会計）

第９条　防災会の運営に関する費用は、会費、その他の収入をもってあてる。

２　防災会の会費は、総会の議決を経て、別に定める。

３　防災会の会計年度は、毎年　　月　　日に始まり、翌年の　　月　　日に終わる。

　（監査）

第10条　防災会の会計の監査は、毎会計年度に１回、監事が行う。ただし、必要がある場合は、臨時にこれを行うことができる。

２　監事は、会計の監査の結果を総会に報告しなければならない。

　（雑則）

第11条　この会則に定めのない事項で、防災会の運営に必要な事項は、会長が役員会に諮り定める。

（附　則）

この会則は令和　　年　　月　　日から実施する。

(2)　　　　町　防 災 会 役 員 名 簿
	役　職
	町　会　役　職
	氏　　名
	電　　話

	会　長
	会　長
	
	

	副会長
	副会長
	
	

	防　災　部　長
	なし
	
	

	土　木　部　長
	土　木　部　長
	
	

	監　事
	監　事
	
	

	会　計
	会　計
	
	


※役員でかつ消防職員及び団員等の消防関係者は、災害等の非常時は召集等により不在となる場合があり、そのときは会長が代理の者を指名し、その職務に従事させるものとする。
(3)　　　　町　防 災 会 組 織 図（例）











(4)　活 動 計 画 書（　　　町防災会防災計画）

１　目　的

　　この計画は、　　　　防災会の防災活動に必要な事項を定め、地震その他の災害による人的・物的被害の発生及びその拡大を防止することを目的とする。

２　計画事項

　　この計画に定める事項は、次のとおりとする。

　(1)　防災組織の編成及び任務分担に関すること
　(2)　防災活動の普及に関すること
　(3)　防災訓練の実施に関すること
(4)　災害発生時における情報の収集、初期消火、救出、避難誘導、自主避難所の運営及び配食・給水に関すること
　(5)　会館を自主避難所とする運営に関すること
　(6)　防災資機材の備蓄及び管理に関すること
　(7)　その他必要とする事項
３　防災組織の編成及び任務分担

　　災害発生時等の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、防災組織を編成する。

４　防災知識の普及

　　会員の防災意識を高揚するため、下記のことについて広報紙の配布、座談会、研修会等の開催などを行い、防災知識の普及を図る。

　　ア　防災知識及び防災計画・地震、火災、風水害等についての知識に関すること
　　イ　地区周辺の環境に応じた防災知識・防災マップに関すること
　　ウ　各家庭における防災上の留意事項に関することなど
　　エ　防災週間・防災関係諸行事への参加、啓発
５　防災訓練の実施

　　災害の発生に備えて、原則として情報の収集及び伝達、消火、避難誘導等が迅速かつ的確に行えるよう、町内の点検、防災訓練を実施する。

　　点検・訓練の実施の時期は、町会行事時や防災関係諸行事が行われる時期とする。

６　防災部の活動
　(1)　情報の収集及び伝達

(2)　出火防止及び初期消火

(3)　救出及び救護

(4)　避難誘導

(5)　給食及び給水

(6)　防災資機材の備蓄及び管理・保守点検
７　土木部の活動
(1)　町内の道路・用排水の点検・整備

(2)　その他町内の土木に関すること
この防災計画は、令和　　年　　月　　日から実施する。

（令和　　年　　　町防災会　事業計画書）
令和　年　　月　　日～令和　年　　月　　日

	月日
	事業内容
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（令和　年　　　町防災会　実績報告書）
令和　年　　月　　日～令和　年　月　　日

	月日
	事業内容
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


予算書（令和　　年　　　町防災会収支予算書）
令和　年　　月　　日～令和　年　　月　　日

	収　　入
	支　　出

	科目
	金額
	備考
	科目
	金額
	備考

	①市補助金
	円
	
	①防災備品
	円
	

	
	円
	
	②消防点検
	円
	

	②町会助成
	円
	
	③役員手当
	円
	

	③会　費
	円
	
	④会館使用料
	円
	

	④その他
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計
	円
	
	合計
	円
	


決算書（令和　　年　　　町防災会収支決算書）
令和　年　月　　日～令和　年　月　　日

	収　　入
	支　　出

	科目
	金額
	備考
	科目
	金額
	備考

	①市補助金
	円
	羽咋市より
	①防災備品
	円
	

	
	円
	
	②消防点検
	円
	

	②町会助成
	円
	
	③役員手当
	円
	

	③会　費
	円
	
	④会館使用料
	円
	

	④その他
	円
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計
	円
	
	合計
	円
	


令和　　年　　月　　日
帳簿等を確認し、収支が適正に管理されていたことを確認しました。
監査委員　
…各種情報の収集伝達





…出火防止及び消火活動





防災部長





…負傷者の救出及び救護





副会長





会　長





…給食及び給水活動の実施





民生部長





…町内の点検及び災害復旧





…住民の避難誘導等





土木部長





…金銭の会計、資材の受払い及び庶務





会　　計





…会　計　の　監　査





監　　事
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